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 問１ １） ③   ナイロン 66 ( 6,6-ナイロン ) 

  ２） 熱可塑性 

 問２ １） 

 

 

 

  ２） 3.56×104  ３） 1.69×1019 

  ４） 重合度：1.85×102   エステル結合：3.70×102〔個〕 

 問３ １） スチレン，p-ジビニルベンゼン  共重合 

  ２） ④ ３） 2.5×10－2〔mol/L〕 

 

２ 

 問１ ① C6H12O6   ② C5H10O4   ③ C12H22O11 

 問２ スクロース，デンプン，グリコーゲン，セルロース 

 問３ １）アミロペクチン   α-1,6-グリコシド結合 

  ２）1.40×106 

 問４ ① サ   ② イ   ③ キ 

 問５ 17.3〔g〕 

 

３ 

 A． 

 問１ x＝2，y＝1 問２ 0.4〔L2/(mol2・s)〕 

 問３ 1.92×10－2〔mol/(L・s)〕 

 

 B． 

 問１ (ア) 1.00×10－3〔mol/(L・s)〕   (イ) 8.10×10－4〔mol/(L・s)〕 

 問２ v＝k[H2O2] 問３ 3.51×10－3〔/s〕 

 

４ 

 問１ 1.5×105〔Pa〕  問２ 83.2〔％〕 

 問３ 3.04×106〔Pa〕  問４ 42.2〔％〕 

 問５ 0.5 
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講評 

大問 1 は合成高分子に関する問題。 

大問 2 は糖に関する問題。 

大問 3 は反応速度に関する問題で、A は反応速度式を用いた問題。B は反応速度が単位時間当たりの濃度変化で

あることを用いた問題でした。 

大問 4 は計算問題の小問集合で、問 1 は気体の圧力を求める問題。問 2 は銅の電解精錬で銅の質量パーセントを

求める問題。問 3 は浸透圧を求める問題。問 4 は同位体の存在比を求める問題。問 5 は凝固点降下度から酢酸の会

合度を求める問題でした。 

 

いずれもどのテキストにも載っているような典型問題ばかりで、内容的には難しい問題はありませんでした。計

算問題が多めで、有効数字 3桁を要求される問題も多くあり、時間的にはやや厳しいのではなかったかと思います。 

有機化学分野、特に高分子化合物に関する出題と計算問題が多めである傾向や難易度は例年並みで、合格には 7

割程度は必要だと思われます。 

 


